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一
七
五
五
年
十
一
月
一
日
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
国
の
首
都
リ
ス
ボ
ン
を
巨
大
地
震
が
直
撃
し
た
。
こ
の
地
震
は
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
ほ
ぼ

全
域
を
揺
が
し
、
北
ア
フ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
で
も
強
い
震
動
が
、
ま
た
遠
く
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
も
津
波
が
観
測
さ

れ
る
。
リ
ス
ボ
ン
に
お
け
る
未
曾
有
の
災
害
は
い
ち
速
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
伝
え
ら
れ
、
知
識
人
や
文
筆
家
の
関
心
を
惹
い
て
、

ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
対
ル
ソ
ー
の
有
名
な
地
震
論
争
を
誘
発
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
著
名
な
地
震
学
者
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
リ
ヒ
タ
ー
は
主
著
『
基
礎
地
震
学
』
の
な
か
で
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
を
つ
ぎ
の
よ

う
に
位
置
づ
け
て
い
る
。「
一
七
五
五
年
十
一
月
一
日
の
リ
ス
ボ
ン
地
震
は
、
我
々
が
科
学
的
な
記
述
を
な
し
う
る
最
初
の
地
震
事

象
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
大
震
災
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
稀
有
で
あ
っ
て
、
世
人
の
関
心
と
科
学
的
関
心
が
熾
烈
に

喚
起
さ
れ
、
多
大
の
報
告
も
遺
さ
れ
て
い
る
。」
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思
想
や
文
学
へ
深
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
。「
文

明
と
い
う
人
間
の
所
産
を
攻
撃
す
る
小
冊
子
で
ル
ソ
ー
は
、
田
野
で
暮
ら
す
な
ら
ば
、
地
震
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
ろ
う

と
述
べ
た
。
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
は
リ
ス
ボ
ン
地
震
を
き
わ
め
て
深
刻
に
受
け
止
め
、
軽
妙
な
諷
刺
小
説
『
カ
ン
デ
ィ
ー
ド
』
で
挿
話
の

ひ
と
つ
に
組
み
入
れ
た
が
、
ル
ソ
ー
の
見
解
に
は
い
さ
さ
か
冷
淡
な
対
応
を
示
し
て
い
る
。」
①
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こ
の
大
震
災
に
つ
い
て
は
モ
レ
イ
ラ
・
デ
・
メ
ン
ド
ン
サ
著
『
世
界
地
震
通
史
ー
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
』
な
ど
同
時
代
の
証
言
と
記

録
が
多
々
遺
さ
れ
、
五
年
後
イ
ギ
リ
ス
王
立
協
会
で
発
表
さ
れ
た
ジ
ョ
ン
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
の
論
究
は
、
震
動
の
自
然
的
要
因
を
解
明

し
、
地
震
学
誕
生
に
至
る
ひ
と
つ
の
契
機
と
さ
れ
る
。
王
権
に
よ
る
直
後
の
罹
災
調
査
が
一
九
一
九
年
ペ
レ
イ
ラ
・
デ
・
ソ
ー
サ
の

浩
瀚
な
著
作
、『
一
七
五
五
年
十
一
月
一
日
ポ
ル
ト
ガ
ル
地
震
ー
人
口
学
的
研
究
』
と
し
て
集
成
さ
れ
た
が
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ヴ

ィ
ソ
ン
の
著
書
『
大
地
震
』
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
二
十
世
紀
前
半
は
お
お
む
ね
地
震
学
な
ど
自
然
科
学
的
な
検
証
に
重
点
が
置

か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
大
地
震
か
ら
二
百
年
を
経
た
一
九
五
五
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
研
究
者
Ｔ
・
Ｄ
・
ケ
ン
ド
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
先

駆
的
な
著
作
『
リ
ス
ボ
ン
地
震
』
が
刊
行
さ
れ
、
論
究
の
範
囲
が
地
震
の
規
模
や
被
害
の
状
況
だ
け
で
な
く
、
政
治
、
経
済
、
宗
教
、

思
想
、
文
学
、
美
術
、
建
築
へ
の
影
響
に
ま
で
拡
大
さ
れ
る
。
さ
ら
に
震
災
後
の
復
興
事
業
を
主
題
と
し
て
綿
密
な
研
究
『
啓
蒙
の

都
市
ー
ポ
ン
バ
ル
の
リ
ス
ボ
ン
』
が
、
一
九
六
五
年
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
学
者
ジ
ョ
ゼ
＝
ア
ウ
グ
ス
ト
・
フ
ラ
ン
サ
に
よ
っ
て
達
成
さ

れ
た
。

し
ば
ら
く
時
を
隔
て
て
二
〇
〇
五
年
、
大
地
震
二
五
〇
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
研
究
所

で
論
集
『
一
七
五
五
年
リ
ス
ボ
ン
地
震
ー
表
出
と
反
応
』
が
企
画
さ
れ
、
こ
れ
に
は
編
者
テ
オ
ド
ー
ル
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
も
と
に
ポ
ル

ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
イ
ス
、
チ
リ
な
ど
六
ヵ
国
の
研
究
者
が
寄
稿
し
た
。
ま
た
、
以
後
数
年
の
間
に

欧
米
諸
国
で
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
著
作
や
論
文
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
在
留
イ
ギ
リ
ス
人
の
証
言
を
主
体
と
し
た
エ

デ
ュ
ワ
ー
ド
・
パ
イ
ス
著
『
神
の
怒
り
ー
一
七
五
五
年
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
』、
パ
リ
で
は
文
学
作
品
や
自
然
科
学
へ
の
影
響
を
も
分

析
し
た
ジ
ャ
ン
・
ポ
ー
ル
・
ポ
ワ
リ
エ
著
『
リ
ス
ボ
ン
地
震
』、
マ
ド
リ
ッ
ド
で
は
膨
大
な
調
査
記
録
を
集
録
し
た
Ｊ
・
Ｍ
・
マ
ル

チ
ー
ヌ
＝
シ
ュ
ア
レ
ス
著
『
リ
ス
ボ
ン
地
震
の
ス
ペ
イ
ン
へ
の
影
響
』、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
物
語
的
叙
述
を
加
味
し
た
ニ
コ
ラ

ス
・
シ
ュ
ラ
デ
ィ
著
『
最
後
の
日
ー
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
に
お
け
る
怒
り
、
壊
滅
、
理
性
』
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
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お
い
て
は
現
代
社
会
へ
の
意
義
や
警
鐘
も
重
視
さ
れ
、
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
の
社
会
的
・
思
想
的
震
撼
は
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下

が
世
界
へ
与
え
た
衝
撃
に
も
匹
敵
す
る
と
も
語
ら
れ
た
。
①

ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
こ
の
間
多
彩
な
行
事
や
出
版
が
実
現
さ
れ
、
絵
図
や
図
版
を
豊
富
に
収
め
た
ジ
ョ
ア
ン
・
ド
ゥ
ア
ル
テ
・
フ
ォ

ン
セ
カ
著
『
一
七
五
五
年
リ
ス
ボ
ン
地
震
』、
さ
ら
に
は
エ
レ
ー
ナ
・
ア
ル
ヴ
ァ
ル
ハ
オ
・
ブ
エ
ス
キ
ュ
ほ
か
編
『
リ
ス
ボ
ン
大
地

震
ー
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
』
が
と
く
に
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
九
年
に
は
リ
ス
ボ
ン
の
研
究
機
関
を
中
心
に
各
国
か
ら
地
質
学
、

統
計
学
、
建
築
学
、
土
木
工
学
、
構
造
力
学
等
の
専
門
家
八
二
名
が
結
集
し
、
論
集
『
一
七
五
五
年
リ
ス
ボ
ン
地
震
再
訪
』
が
刊
行

さ
れ
、
今
後
人
類
が
こ
の
大
地
震
か
ら
震
災
の
防
止
と
軽
減
、
さ
ら
に
は
災
害
へ
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
強

調
さ
れ
た
。
②

こ
れ
ら
の
著
作
は
す
べ
て
東
日
本
大
震
災
の
以
前
に
公
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
で
は
と
く
に
関
心
を
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
極
東
に
お
け
る
大
惨
事
は
、
原
子
力
発
電
所
の
壊
滅
と
い
う
新
た
な
要
素
を
も
含

み
、
そ
の
社
会
的
震
撼
は
い
ま
も
続
い
て
い
る
。


